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は「
正
保
郷
帳
」（
正
保
二
・
三
年
頃
＝
一
六
四
五
・
四
六
）に
よ

る
と
「
四
八
〇
石 
布
賀
村
、
幕
府
領
」
と
な
っ
て
い
て
枝
村
に
黒

鳥
村
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

旗
本
水
谷
氏
は
水
谷
勝
美
（
松
山
藩
主
）
の
弟
勝
時
が
川
上

郡
の
う
ち
で
三
千
石
を
賜
り
布
賀
村
の
郷
に
元
禄
六
年
（
一
六

九
三
）に
陣
屋
（
知
行
所
）を
置
き
翌
七
年
か
ら
領
主
と
し
て
幕

末
に
至
っ
て
い
ま
す
。六
代 
勝  
得 
の
時
、
弘
化
〜
嘉
永
年
間
（
一

か
つ 

の
り

八
四
四
〜
五
三
）
に
高
瀬
舟
に
よ
る
河
川
交
通
の
便
を
考
え
て

野
呂
か
ら
黒
鳥
の 
河  
岸 
場
へ
と
陣
屋
を
移
し
て
い
ま
す
。

か 

し

　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
「
天
保
郷
帳
」
に
は
村
高
九
二
四

石
余
り
、水
谷 
主
水 
知
行
の
頃
に
は（「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」）八

も
ん
ど

五
五
石
余
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

「
布
賀
」
に
は
古
い
歴
史
を
物
語
る
文
化
財
が
沢
山
残
っ
て
い

ま
す
。
中
郷
に
こ
ん
も
り
と
し
た
鎮
守
の
森
が
見
え
る
場
所
は

亀
石
八
幡
宮
が
鎮
座
し
て
い
て
、
多
く
の
棟
札
が
残
っ
て
い
ま

す
。裏
山
の
峠
付
近
に
は
「
塔
様
」
と
呼
ば
れ
る
応
永
二
年
（
一

三
九
五
）の
方
柱
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
八
幡
宮
の
下
側
に
は
、 
永  
享 
一
〇
年
（
一
四
三
八
）
銘

え
い 

き
ょ
う

の
石
造
延
命
地
蔵
菩
薩
立
像
の
あ
る
平
川
氏
の
菩
提
寺
曹
洞

宗
長
建
寺
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
堂
の
峠
の
石
造
方
柱
碑
（
供
養

塔
）
は 
至  
徳 
四
年
（
一
三
八
七
）
銘
が
刻
ま
れ
県
の
重
文
と
な
っ

し 

と
く

て
い
ま
す
。

　

「
布
賀
」と
い
う
地
名
の
由

来
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が

中
世
か
ら
開
け
て
い
た
村
だ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
、「
布

賀
」
と
い
う
地
名
は
「
奥
行

き
の
深
い
と
こ
ろ
」
と
い
う

意
味
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
も
し
か
す

る
と
「
財
産
が
豊
か
」「
と

む
」
と
い
う
「 
富  
家 
」
の
意
か

ふ
う 

か

ら
生
ま
れ
後
に
な
っ
て
「
布

賀
」
と
文
字
が
変
っ
た
地
名

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
難
し
い

地
名
の
一
つ
な
の
で
す
。　

　
 　

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

十
四
、
布  
賀

　

備
中
町
「 
布  
賀 
」
は
隆
起
準
平
原
と
い
わ
れ
る
吉
備
高
原
を

ふ 

か

若
い
成
羽
川
が
Ｖ
字
形
に
深
く
削
り
込
ん
だ
峡
谷
地
形
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
、成
羽
川
の
右
岸
に
あ
り
ま
す
。

　

川
に
沿
っ
た
黒
鳥
の
市
場
集
落
を
過
ぎ
て
左
に
急
し
ゅ
ん
な

 
九  
十  
九  
折 
の
坂
道
を
登
っ
た
と
こ
ろ
、
昔
の
人
は
こ
の
坂
道
を

つ 

づ 

ら 

お
り

「
胸
突
き
八
丁
」
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
登
り
つ
め
る
と
「
野

呂
」
と
い
わ
れ
た
海
抜
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
ｍ
の
高
原
に
小
起
伏

の
地
形
が
広
が
り
、
大
原
、
東
、
中
郷
、
北
迫
、
郷
、 
向 
な
ど
の
集

む
こ
う

落
が
あ
り
ま
す
。
耕
地
の
ほ
と
ん
ど
が
畑
作
で
、
く
ぼ
に
少
し

水
田
が
見
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
す
。

　

「
布
賀
」
は
以
前
（
明
治
二
二
年
〜
昭
和
三
一
年
）
川
上
郡
の

長
屋
・
布
瀬
の
二
村
と 
志  
藤 
・ 
用  
瀬 
の
地
区
を
合
併
し
て
で
き

し 

と
う 

よ
う 

ぜ

た
「 
富  
家 
村
」
の
大
字
の
一
つ
で
、「 
上  
布  
賀 
」
の
呼
び
方
で
親
し

ふ
う 

か 

う
え 

ぶ 

か

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

「
布
賀
」
の
地
名
は
中
世
戦
国
時
代
か
ら
見
え
て
い
て
、
中
郷

に
鎮
座
す
る
「
布
賀
八
幡
宮
建
立
の
棟
札
」（「
岡
山
県
古
文
書

集
」）に 
永  
正 
一
一
年（
一
五
一
四
）九
月
二
二
日
と
し
て「
備
中

え
い 

し
ょ
う

国
河
上
郡 
穴  
斗 
之
内
布
賀
村 
源  
朝  
臣  
忠  
親  
并 
願
主
源 
経  
貞 

あ
な 

と 

み
な
も
と
の 

あ 

そ
ん 

た
だ 

ち
か 

な
ら
び
に 

つ
ぐ 

さ
だ

…
」
と
記
録
さ
れ
て
い
て
、
当
時
こ
の
地
域
一
帯
は
穴
斗
郷
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

　

近
江
か
ら
平
川
の
本
郷
に
領
家 
職 
（
？
）
と
し
て
移
っ
て
来
た

し
き

平
川
氏
一
族
が
分
か
れ
布
賀
平
川
氏
と
し
て
布
賀
の 
菖  
蒲 
城
に

し
ょ
う 

ぶ

依
っ
た
と
い
わ
れ
、
布
賀
八
幡
宮
を
創
立
し
た
ら
し
く
、
棟
札
に

書
か
れ
て
い
る
源 
忠  
親 
、 

経  
貞 
は
親
子
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま

た
だ 

ち
か 

つ
ぐ 

さ
だ

す
。後
に
な
っ
て
、
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
亀
石
八
幡
宮
と
改

称
さ
れ
て
い
ま
す（「
布
賀
八
幡
宮
由
来
記
」＝「
前
掲
書
」）。

　

近
世
の
「
布
賀
村
」
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
幕
府
領
、
元

和
三
年
（
一
六
一
七
）
松
山
藩
領
、
同
四
年
成
羽
藩
領
、
そ
し
て

寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
再
び
松
山
藩
領
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
寛
永
一
八
年
幕
府
領
、元
禄
七
年（
一
六
九
四
）か
ら
旗

本 
水  
谷 
氏
領
へ
と
移
り
か
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
頃
の
「
布
賀
村
」

み
ず
の 

や

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

旅
の
は
て
備
北
の 
旅
籠 
で
一
泊
し
寂
し
さ
募
る
牧
水
の
う
た 

は

た

ご

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

紅
葉
も
ゆ
る
蒜
山
の
彼
方
大
山
は
霞
た
な
び
き
て
雄
姿
望
め
ず

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　

心
ろ
一
つ
皆
ん
な
の
力
で
民
泊
す
応
援
し
た
が
終
れ
ば
疲
れ

 

下
向　

近
雄
（
備
中
町
平
川
）

　

泊
り
た
い
ま
だ
帰
ら
ぬ
よ
と
ひ
い
孫
は
中
庭
近
く　

々
と
遊
び
ぬ

 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

さ
わ
や
か
な
秋
の
日
ざ
し
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
よ
つ
こ
ら
し
よ
足
腰
の
痛
さ
忘
れ
て 

 

戸
田
奈
美
子
（
川
上
町
地
頭
）

　

今
の
世
は
理
解
苦
し
む
事
多
く
物
足
り
過
ぎ
て
平
和
ぼ
け
か
も

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

初
春
と
言
ふ
文
字
の
温
も
り
待
つ
吾
に
陽
差
し
浴
び
つつ
福
寿
草
芽
吹
く

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

秋
空
に
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
よ
に
こ
に
こ
老
に
は
げ
ま
し
お
れ
り

 

森　
　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

俳　

句

　

過
疎
の
里
人
も
ま
ば
ら
に
秋
祭 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野

）

　

ゆ
ず
風
呂
に
ひ
た
り
て
無
想
の
と
き
つ
づ
く 
平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

秋
風
中
時
め
き
友
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

川　

柳

　

座
に
就
い
て
米
寿
の
母
の
至
福
顔 

中
島　

清
市
（
成
羽
町
吹
屋
出
身

）

　

禁
煙
に
孫
の
ひ
と
言
ぐ
っ
と
効
き 

長
谷
川
祐
子
（
成
羽
町
下
原
）

　

損
得
の
無
し
で
付
き
合
う 
友  
情 
き
ず
な 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

と 

も

　

も
の
わ
す
れ
わ
す
れ
た
こ
と
を
又
わ
す
れ 

吉
岡　

麻
江
（
鶴
寿
荘
内
）

「
鎮
守
の
森
と
郷
・
中
郷
方
面
を
望
む
」

・
・
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【文芸】短歌、俳句、川柳など

【作品】絵画、工芸品、町の風景写真など

●自作の未発表作品で、一人一作品とします。

●ギャラリーの作品については、その写真をお

送りください。

　（撮影が困難な場合は、ご連絡ください）

●住所・氏名・電話番号・作品の場合はタイト

ルを明記のうえ、お送りください。

※締め切り掲載号の前日の末日（必着）

【送り先】〒７１６－８５０１（住所不要）

　　　　高梁市役所企画課公聴広報係

※応募多数の場合は、紙面に掲載できないこと

もありますので、あらかじめご了承ください。

※提供いただいた写真等は返却できません。

■問い合わせ　企画課公聴広報係　��０２１０

Eメール：kikaku@city.takahashi.okayama.jp

作品の募集について

「大平山からの雲海（大山を望む）」 写真
綱嶋廣明さん（巨瀬町）

　写真のユズはミカン科のシシユズ（獅子柚）。別名：鬼柚子。

シシユズは直径が約２０�、重さは０．５～１�。普通のユズに比

べ香りは弱い。庭に植えると「代々（橙）家が栄える」と言

われる、縁起の良い柑橘果樹。

　小林さんは「１本の木にこのシシユズが３０～５０個できまし

た。そのときの迫力はすごかったですよ」と話します。
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「国体の思い出」
藤森スミコさん（巨瀬町）

「壁掛け」竹細工
前原隆二さん（備中町布賀）

「バラの花」きめこみパッチワーク
岡本あさ乃さん（有漢町有漢）

「花瓶と花台」 木工細工（槐の木）
日向　正さん（成羽町中野）
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